
SDGｓの取り組み    
SDGs とは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標：エスディージー

ズ）」のことです。2015 年の国連サミットで採択され、国連加盟の 193 ヶ国が 2016 年

から 2030 年の 15 年間で達成するため掲げられた目標です。持続可能な世界を実現する

ための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さな

いことを誓っています。 

みそらこども園で『できることは何か』を考えながら取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日 曜 行事予定 

1 水  

2 木 スイミング・体操教室は中止 

3 金  

4 土 ５歳児個人面談(～１４日) 

5 日  

6 月  

7 火  

8 水  

9 木 小袋先生相談日（要予約） 

10 金  

11 土  

12 日  

13 月  

14 火 英会話 

15 水  

16 木 スイミング（ほし）体操教室 

17 金 HLD 

18 土 お弁当の日 

19 日  

20 月 敬老の日 

21 火 親子カフェ 

22 水  

23 木 秋分の日 

24 金  

25 土  

26 日  

27 月  

28 火 英会話 

29 水 避難訓練（引き渡し） 

30 木  

 

 みそらこども園の園庭は定期的に木下さんに草

刈りをお願いしています。 

 （＊木下さんは畑や園庭の整備等でいつもお世

話になっている方です。） 

 ９がつ 

  えんだより 

令和 3 年９月１日 みそらこども園 

今年の夏は記録的な暑さと豪雨で、室内で過ごすことが多くなりま

した。そんななか各クラスの先生達が室内環境を工夫し、子どもたち

は室内で元気よく日々の活動を行っています。保育室からは子ども達

の愉しそうな声が聞こえてくる毎日です。普段元気な子どもたちです

が、気づかないうちに夏の疲れがでやすくなっている場合がありま

す。体調管理には十分気を付けていきましょう。 

★１０月の行事予定★ 

●１０月１６日 （土）・・・未満児発表会（園のホール） 

●１０月３１日 （日）・・・以上児発表会（パトリア大ホール） 

コロナの状況次第では、人数制限等の変更が考えられます。ご了承ください。 

●教育・保育理念  「幸福な社会人となる基礎を築く」 

●今月の教育・保育目標 

・個人差に留意しながら一人ひとりの発達に合った全身運動やあそびを十分

できるようにする。 

・やってみようという気持ちをもち、保育教諭と一緒にやってみる。 

9 月の研修 
・１・２・３日 保健衛生研修（石井）幼児教育（今日子） 

・３日（金）民間保育園連盟全体研修（全職員） 

・４日（土）２９日（水）療育セミナー（金崎） 

・７日（火）療育フォローアップ（瑠璃） 

・9 日（木）１０日（金）17 日（金）食育研修（蘭） 

２５日（土）保育環境セミナー、人的環境 

（今日子、長谷部、瑠璃、みなみ、孝太、金崎） 

木下さんのお手伝い 

 

９月の実習生  よろしくお願いいたします。 

純真短大２年 神尾沙羽さん 高倉華さん （６日～１７日） 

精華短大２年 小田わかなさん 原田りんさん（２７日～１５日） 

藤蔭高校３年 西村こうさん 内倉ううあさん（６日～１０日） 

ここにのせるね～！ 

ここにあつめて！ 

気持ちいい！ 

木下さんが草刈りの後の草を集めている姿を

みて、お手伝いが始まりました。 

園庭の中で使える道具を探し、真似してやっ

てみます。 

 

小さいクラスのお友だちも真似を始めます。 

「こっちに持って来て！」「ここにおいていい

よ！」など役割分担もはじまります。 

 

「こうすると沢山運べるよ！」「このやり方が

いいよ！」など試行錯誤しています。 

 

木下さんに荷台に乗せてもらい、草を踏んで

草の量を減らすお手伝い。ふわふわの草の上

でジャンプ。 

 

この活動の中には「幼児期に育てほしい 10 の姿」の「健康な心と体」「自立

心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「思考力の芽生え」「自然との関わ

り」「言葉による伝えあい」などが、至るところにちりばめられています。子

どもたちはこども園での日々の営みのなかで、実体験を通し学んでいます。 

３・４・5 歳児クラスの汚れ物入れを、使い捨てではなく、

繰り返し使用できるものに変更しました。 

＊ご協力ありがとうございます。 

幼児期に体験したことや感じることは、子どもたちの人生の

礎になります。遊びを通して子どもの五感を刺激し、心を育

みます。 

有限であるエネルギーを大切にするため「つかう責任」を育

み、電気や水の無駄遣いをなくすようにしています。 

 

健やかな成長の為に重要な役割を担うまんまルームは、安心・

安全な和食中心のメニューを提供しています。 

 

木下さん！一緒

にしていい？ 

 


